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② ①

防潮堤 平面図

②－①断面図

鋼管杭鉄筋コンクリート壁

凡例

：防潮堤

▼防潮堤天端高さ： T.P.+18m

基礎杭の杭構造形式の選定について
防潮堤沿いの地質縦断図（１）

2017年4月4日ヒアリング資料
（一部追記・修正）
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③ ②

防潮堤 平面図

③－②断面図

鋼管杭鉄筋コンクリート壁

凡例

：防潮堤

▼防潮堤天端高さ： T.P.+18m

2017年4月4日ヒアリング資料
（一部追記・修正）

基礎杭の杭構造形式の選定について
防潮堤沿いの地質縦断図（２）
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④ ③

防潮堤 平面図

④－③断面図

鋼管杭鉄筋コンクリート壁

凡例

：防潮堤

▼防潮堤天端高さ： T.P.+20m

2017年4月4日ヒアリング資料
（一部追記・修正）

基礎杭の杭構造形式の選定について
防潮堤沿いの地質縦断図（３）

放水路
（地中連続壁基礎）



鋼管杭鉄筋コンクリート壁
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⑤ ④

防潮堤 平面図

⑤－④断面図

鋼製防護壁，鉄筋コンクリート壁
（地中連続壁基礎）

海水ポンプ室
（鋼管杭基礎） 防潮扉

鋼管杭鉄筋コンクリート壁

凡例

：防潮堤

▼防潮堤天端高さ： T.P.+20m

2017年4月4日ヒアリング資料
（一部追記・修正）

基礎杭の杭構造形式の選定について
防潮堤沿いの地質縦断図（４）
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⑥ ⑤

⑥

防潮堤 平面図

⑥－⑤断面図 6

鋼管杭鉄筋コンクリート壁

凡例

：防潮堤

▼防潮堤天端高さ： T.P.+20m

2017年4月4日ヒアリング資料
（一部追記・修正）

基礎杭の杭構造形式の選定について
防潮堤沿いの地質縦断図（５）
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⑦ ⑥

防潮堤 平面図

⑦－⑥断面図

鋼管杭鉄筋コンクリート壁

防潮扉

凡例

：防潮堤

▼防潮堤天端高さ： T.P.+18m

2017年4月4日ヒアリング資料
（一部追記・修正）

基礎杭の杭構造形式の選定について
防潮堤沿いの地質縦断図（６）
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基礎杭の杭構造形式の選定について
「杭構造形式選定フロー」

『道路橋示方書・同解説Ⅳ下部構造編』

Yes

地表面から岩盤上面までの
深度が25m以上である

摩擦杭構造を選定

No

地震時摩擦安全率が
2以上である

岩着杭構造を選定

START

摩擦杭として成立する長さの
杭の先端は岩盤上面よりも

浅い位置となる

杭根入れ長の1/3倍以上の
過圧密粘土層厚がある

過圧密粘土層等の非液状化
層のみでの地震時摩擦安全率が

1.2以上である

Yes

更なる保守性の確認

道路橋示方書準拠

道路橋示方書準拠

道路橋示方書準拠

地震時の曲げモーメント，
軸力の安全裕度は摩擦杭
の方が岩着杭より大きい

安全裕度の比較

Yes

Yes

Yes

No

No

No

No

No

Yes

２．杭構造形式の選定
東海第二発電所の敷地には，岩盤が浅い区間と深い区間があり，深い区間に
は，非液状化層でありかつ基礎杭の摩擦支持力を有する過圧密粘土層が存在
する等の特長を活かし，右のフローにより基礎杭構造の選定を行う。
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基礎杭の杭構造形式の選定について
杭構造形式の選定結果（敷地南側：岩盤が浅い区間）

項 目 評価結果 照査値 判定

照
査
項
目

杭の曲げ軸力 173N/mm2 ≦ 277.5N/mm2 0.62 OK

杭のせん断力 16.0N/mm2 ≦ 157.5N/mm2 0.11 OK

杭支持力 1,685kN/本 ≦ 4,108kN/本 0.41 OK

正面図（施工ブロック図）

断面図（Ａ－Ａ’）

11,500
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３．構造形式の選定結果

１）敷地南側の杭構造

敷地南側は，岩盤上面深度がGL-20m～GL-30mと比較的浅いこと，及び過圧密粘土層がほとんど分布していないことから，「杭構造形式選定

フロー」に基づき岩着杭構造を選定する。

有効応力解析に基づく結果（基準地震動Ss-D1++）

防潮堤 平面図

Ａ Ａ’
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２）敷地北側の杭構造

敷地北側の岩盤上面深度がGL-70m程度と深く，過圧密粘土層が豊富に分布する区間においては，「杭構造形式選定フロー」に基づき摩擦杭

構造を選定する。

基礎杭の杭構造形式の選定について
杭構造形式の選定結果（敷地北側：岩盤が深い区間）

項 目 評価結果 照査値 判定

鋼
管
杭
の
照
査

杭の曲げ軸力 155.1N/mm2 ≦ 277.5N/mm2 0.56 OK

杭のせん断力 15.6N/mm2 ≦ 157.5N/mm2 0.10 OK

過圧密粘土層への根入長
粘性土層長25.97m ＞粘性土層根入れ長13.33m

全層根入れ全長40m ⇒ 40/3=13.33m － OK

杭支持力（全層） 3,504kN/本 ≦ 4,025kN/本 0.87 OK

杭支持力（過圧密粘土層のみ） 3,504kN/本 ≦ 6,273kN/本 0.56 OK

L=55.5m

鋼管杭 φ2,500 t=40(SKK490)
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正面図（施工ブロック図）

断面図（Ｂ－Ｂ’）
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有効応力解析に基づく結果（基準地震動Ss-D1++）

防潮堤 平面図
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４．原地盤における杭周面摩擦力度の確認

• 原位置での杭載荷試験（引抜き試験）により，杭の周面摩擦力度を確認する。

基礎杭の杭構造形式の選定について
杭載荷試験（引抜き試験）

杭載荷試験位置図

●No.1

●No.2

試験杭の仕様
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引抜き試験内容一覧表
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杭種 鋼管径φ（mm） 杭長L(m) 板厚t（mm） 材質

試験杭No.1地点 1,200 66.0 25 SKK490

試験杭No.2地点 1,200 28.5 14 SKK490

項目 試験内容

試験方法 地盤工学会基準「杭の鉛直載荷試験方法・同解説 杭の引抜き試験
(JGS1813-2002)」に基づく多サイクル法で実施する。

載 荷 装 置 反力杭と載荷桁による反力杭方式

試験最大荷重 No.1 Pmax＝17,000kN No.2 Pmax＝ 9,000kN

・時間（時刻・経過時間）

・荷重（油圧ジャッキ・圧力変換器）

測 定 項 目 試験杭 ・杭頭変位量（変位計 ｎ＝4点）

・杭先端変位量（変位計 ｎ＝2点）

・杭頭水平変位量（変位計 ｎ＝2点）

・ひずみ計
No.1 1断面×4方向 2～9断面×2方向
No.2 1断面×4方向 2～7断面×2方向

反力杭 ・浮き上がり量（変位計 No.1 4点 No.2 2点）


